様式Ｂ号（８－(8)関連）

現 場 代 理 人 等 通 知 書（低入札）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　（あて先）
　　　　発注者
　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者
　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　

　下記工事の現場代理人等を定めましたので埼玉県建設工事標準請負契約約款第10条第１項及び埼玉県建設工事低入札価格調査制度実施要領第17条の規定により経歴書を添えて通知します。
記
	工 事 名
	

	工事場所
	

	工　　期
	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

	請負代金額
	

	技術者分類
	技術者氏名
	技術者従事期間（西暦）※２
	備考

	現場代理人
	フリガナ
	　年　　月　　日～
　年　　月　　日
	

	
	
	
	

	主任技術者
監理技術者
（専任）
※１
	フリガナ
	　年　　月　　日～
　年　　月　　日
	

	追加技術者
（完成前にCORINS削除）
	フリガナ
	　年　　月　　日～
　年　　月　　日
	低入札

	
	
	
	


（※）埼玉県建設工事低入札価格調査制度実施要領の規定により、低入札価格調査を経て契約する工事の主任（監理）技術者は、
　　　請負代金の額にかかわらず「専任」とする。また、現場代理人と追加技術者は兼務できない。
　　※１）主任技術者又は監理技術者に○を付けること。特例監理技術者の配置は認めない。
　　※２）技術者従事期間が工期と異なる場合は記入すること。
　　注）「専門技術者を配置」又は「技術者を複数配置」する場合は記入欄を追加すること。
        建設業法第２６条の２に該当する「専門技術者」を要する工事の場合は、備考欄に技術者を置いて施工する建設業法上
       の区分を記入すること。
        技術者を複数配置する場合は、備考欄に個々の技術者の職務分担を記載し発注者に説明すること。
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【発注者確認欄】※以下、受注者は記入しないでください。
令和　　年　　月　　日　
○発注者の技術者専任等確認結果（請負代金額500万円以上の工事で実施）１　疑義がなかったので、受注者に工事実績情報システム(CORINS)の登録を指示します。
２　技術者に関して以下の項目について疑義が生じたので、状況を報告します。
　 ⅰ）直接的雇用　ⅱ）従事中工事　ⅲ）技術者要件　ⅳ）恒常的雇用　ⅴ）専任技術者　ⅵ）技術者講習
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【発注者がＪＣＩＳ未配置課所の場合は添付】
（受注者は発注者に確認してください）

ＪＣＩＳ未配置課所のみ記入　　建設管理課へＦＡＸ(０４８－８３０－４８６８)にて確認
　発注課所：　　　　　　　　　　　　　　担　　当：　
　　担当監督員職氏名：　　　　　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：　

　建設管理課の技術者専任等確認結果（請負代金額500万円以上の工事で実施）
１　ＪＣＩＳによる確認の結果、疑義はありません。
２　技術者に関して以下の項目について疑義が生じたので、状況を報告してください。
　 ⅰ）直接的雇用　ⅱ）従事中工事　ⅲ）技術者要件　ⅳ）恒常的雇用　ⅴ）専任技術者　ⅵ）技術者講習
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